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第１章 準備書に係る関係地域 

 

準備書に係る関係地域については、「滋賀県環境影響評価技術指針」第 16 条第 2項に基づき

表 1-1 の考え方を基本とし、図 1-1 に示す半径 1.6km の範囲内にある草津市の馬場町、岡本町、

山寺町、青地町、追分町、若草一丁目～八丁目、野路東一丁目、大津市の青山一丁目～八丁目、

桐生一丁目～三丁目、松が丘一丁目～二丁目、松が丘四丁目、平野二丁目～三丁目、上田上桐

生町、上田上平野町、栗東市の荒張を対象とした。 

 

表 1-1 環境影響評価を実施しようとする地域の設定の考え方 

①事業予定地から 1km の範囲内の区域 

 

②煙突排ガスの影響範囲（事業予定地から 1.6km の範囲内の区域）：煙突から排出される大気

汚染物質の最大着地濃度の現れる地点までの距離の 2倍の範囲を基本としつつ、さらに安全

側を考慮した 2.5 倍の範囲。 

技術指針第 16 条第 2項では｢重油換算燃料使用量が 3kL/時以上の場合にあっては 

最大着地濃度の現れる地点までの距離の 2倍に相当する距離の範囲内にある区域｣と 

規定している(｢｣内は規定の要旨)。 

本施設の重油換算燃料使用量は、この地域設定の考え方を用いる基準（3kL/時）に 

は満たないが、この考え方を参考にして、以下の試算結果を基に 2倍の範囲を基本と 

しつつ、地形条件等による変化の可能性を考慮して設定したものである。 

・事業予定地に近い草津局（一般環境大気測定局）の平成 17 年度～21 年度(5 年間)

の風向・風速のデータ注）、および同年度の彦根地方気象台の日射量および雲量（以上、

気象データ）と計画施設の煙突排ガス諸元を基に大気質濃度の年平均値を試算(長期

予測)すると、煙突から約590m～620m離れた地点に最大着地濃度の出現が推定される。 

試算結果は、事業予定地の南側にイオロ山が存在する等の地形条件を加味したもの

ではないため、事業予定地における風速を用いた場合には最大着地濃度の出現地点の

距離が長くなる可能性もある。このため、最大着地濃度出現地点の距離の 2.5 倍程度

の範囲を取れば、充分安全側の設定であると考えたものである。 

 

③事業予定地からの雨水放流先の水路が草津川と合流するまでの範囲。なお、施設からの汚水

については処理後、公共下水へ放流する。 

注）草津局の風向・風速データは、滋賀県琵琶湖環境科学センターから提供を受けた測定データである。 

 

また、環境調査結果および予測評価を踏まえた環境項目毎の環境影響評価の対象地域は表1-2

に示すとおりである。 
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表 1-2 環境項目ごとの環境影響評価の対象地域 

 

大
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境 
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境 

自
然
と
の
触
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周
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音 

悪 
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水 

質 

地
下
水 

土 

壌 
動 

物 
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景 

観 

廃
棄
物
等 

温
室
効
果
ガ
ス 

二
酸
化
硫
黄 

窒
素
酸
化
物 

浮
遊
粒
子
状
物
質 

粉
じ
ん 

有
害
物
質 

水
の
濁
り 
水
の
汚
れ 

水
位
・
流
れ 

水
質 

汚
染 

動
物 

猛
禽
類 

草

津

市 

馬場町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

岡本町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

山寺町 ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○  ○ 

青地町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

追分町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

若草一丁目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

若草二丁目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

若草三丁目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

若草四丁目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

若草五丁目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

若草六丁目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

若草七丁目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

若草八丁目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

野路東一丁目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

大

津

市 

青山一丁目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

青山二丁目 ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○  ○ 

青山三丁目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

青山四丁目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

青山五丁目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

青山六丁目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

青山七丁目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

青山八丁目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

桐生一丁目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

桐生二丁目 ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○  ○ 

桐生三丁目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

松が丘一丁目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

松が丘二丁目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

松が丘四丁目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

平野二丁目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

平野三丁目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

上田上桐生町 ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○  ○ 

上田上平野町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

栗

東

市 

荒張 
○ ○ ○ ○ ○ ○  ○  ○ 
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図 1-1  環境影響評価の対象地域 
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第２章 事業計画に関する資料 

 

２-１ ごみ処理量将来予測 

草津市のごみ処理将来予測は、一般廃棄物(ごみ)処理基本計画において平成 20 年度までの

実績と草津市のごみ減量計画の将来予測(平成 33 年)に基づき各年度のごみ処理量を推計し

ている。 

推計方法は、家庭系ごみについては、各ごみ種別の１人１日当たりごみ排出量 （ｇ／人・

日）を過去 5年間の実績等を基にトレンド法等を用いて将来推計した上で将来推計人口及び

年間日数を乗じて推計し、事業系ごみについては、各ごみ種別の１日当たりごみ排出量（ｔ

／日）を、過去 5年間の実績等を基にトレンド法等を用いて将来推計した上で、年間日数を

乗じて推計している。また、集団回収については、回収量が大幅に増加した平成 20 年度の 1

人 1日当たり集団回収量（ｇ／人・日）の実績に、将来推計人口及び年間日数を乗じて推計

した。 

これによると、図 1-2 に示すように、年間のごみ排出量は平成 27 年度から減少に転じてお

り、施設の供用開始年度の平成 29 年度以降では、供用開始年度の平成 29 年度の発生量が最

大となっている。 

そこで、計画施設の予測評価にあたっては、ごみ処理量が最大となる施設供用開始年度の

値を用いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2 草津市のごみ排出量将来推計の推移 
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出
量
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績
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【
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２-２ 施設機械の配置 

計画施設の騒音振動予測に用いた騒音振動の発生源となる施設の配置と壁の位置について、

階層ごとに図 1-3～図 1-7 に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3 施設機器の配置と壁位置（１階） 
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図 1-4 施設機器の配置と壁位置（２階） 
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図 1-5 施設機器の配置と壁位置（３階） 
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図 1-6 施設機器の配置と壁位置（４階） 
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図 1-7 施設機器の配置と壁位置（５階） 

 



 １-１０

２-３ 草津市における自然災害発生状況 

草津市で過去に発生した自然災害について「草津市地域防災計画の改訂」より、引用した。 

風水害について表 1-4 に、地震について表 1-5 に示す。 

表 1-4 草津市の主な風水害 

発生年月日 被害内容
享和2 年6 月29 日未刻
(1802 年7 月28 日)

28 日豪雨あり、29 日まで北東の風強く、草津川が金勝川との合流点付近より長さ100m に
わたって決壊、草津宿の流出・倒壊家屋287 軒、行方不明者数百人、溺死者42 人

嘉永元年6 月6 日
(1848 年7 月6 日)

守山・草津・瀬田近在、大洪水にて大荒れ、人多く死に家流れる葉山村出水甚だしく六地
蔵村にて堤防決壊川辺・目川・渋川・中沢・川原・上笠等の諸村みな浸水す

明治元年 湖面水位上昇0.94m
明治3 年9 月18 日 草津川、馬場地区の数ヶ所で破堤
明治8 年8 月13 日 湖面水位上昇1.36m、下物・下寺・片岡・志那・志那中・北山田で被害、田畑冠水97 町歩
明治9 年9 月29 日 湖面水位上昇0.94m、下物・下寺の田畑冠水37 町歩
明治10 年9 月21 日 湖面水位上昇1.18m、下物・下寺の田畑冠水31 町歩
明治14 年7 月9 日 湖面水位上昇1.38m、下物・下寺・志那中の田畑冠水44 町歩
明治17 年7 月20 日 湖面水位上昇2.12m
明治18 年7 月1 日 台風、老上村倒壊家屋3 戸、浸水140 戸、田畑被害60 町歩

明治18 年7 月4 日
海面水位上昇2.71m、老上村14 戸浸水、栗太郡で水害1547 町歩、野洲郡で3008 町歩が
冠水、7 月の豪雨で草津川破堤、さらに9月2 日にも決壊

明治22 年9 月5 日 湖面水位上昇2.00m
明治23 年5 月10 日 湖面水位上昇1.97m
明治25 年7 月27 日 湖面水位上昇1.14m、1732 戸被害、655 町歩が冠水
明治28 年8 月9 日 湖面水位上昇2.12m

明治29 年9 月13 日
湖面水位上昇3.73m、7 月、8 月、9 月の大雨で県内の10,743 町歩が冠水、栗太郡で死
傷者2 名、流失・全壊家屋192 戸、家屋半壊174 戸、床上浸水2225 戸、床下浸水429
戸、田浸水1508 町歩、畑浸水145 町歩、堤防決壊48 箇所1351 間、山田村水没

明治32 年10 月10 日 湖面水位上昇1.45m
明治36 年7 月25 日 湖面水位上昇1.47m
明治40 年9 月11 日 湖面水位上昇1.28m
大正6 年10 月29 日 湖面水位上昇1.43m
昭和3 年6 月17～18 日 梅雨前線による大雨、伯母川出水氾濫で109 戸浸水

昭和5 年7 月31 日
水害で狼川堤防83ｍ、伯母川で堤防93m、北川で堤防32m、草津川上流の上田上で堤防
281m 決壊、さらに十禅寺川で堤防105m が決壊し水田3 町歩を埋没

昭和9 年9 月21 日
室戸台風災害、山田小学校倒壊、瀬田川鉄橋で列車転覆老上小学校も一部倒壊、草津
地方で死者19 名、重軽傷者139 名など。本台風は風台風であった

昭和13 年6 月～7 月
豪雨で葉山川・草津川氾濫、7 月4 日午後6 時20 分頃志津村大字馬場小字新川原付近
の草津川堤防が決壊、翌5 日にも同小字付近が再び110m にわたり決壊

昭和28 年7 月21 日 湖水上昇+65cm、200 町歩冠水、山田・笠縫・常盤で被害

昭和28 年9 月15 日
台風13 号災害、栗太郡で家屋全壊3 戸、半壊43 戸、床上浸水641 戸、床下浸水2741
戸、田冠水1470 町歩、道路決壊225 箇所

昭和30 年10 月20 日 台風26 号災害、豪雨で草津川・大戸川・宮川・金勝川の堤防が切れ、下笠で畑が水没
昭和34 年9 月26 日 伊勢湾台風、草津市域の河川氾濫8 箇所
昭和35 年7 月8 日 豪雨で草津川旭橋(草津1 丁目)付近の左岸堤防250m に亀裂、決壊はしなかった

昭和36 年6 月25～29 日
梅雨前線豪雨、笠縫小学校氾濫のため休校、床上浸水1 戸、床下浸水306 戸、水田冠水
439ha、堤防決壊6 箇所、被災所帯11 戸、被災者数47 人、湖面上昇による草津市域での
浸水面積は最大で243ha

昭和36 年9 月16 日
台風18 号災害、市域での被害は死者1 名、重軽傷者128 名、家屋全半壊1008 戸、床下
浸水28 戸など

昭和39 年2 月9 日 草津川トンネル改修工事中の不手際で降雨後浸水
昭和40 年7 月8 日 豪雨で草津地区の約50 戸が床下浸水、30ha が冠水

昭和40 年9 月17 日
台風24 号災害、川原地区の葉山川堤防が決壊、草津川右岸堤防も国道1 号付近で長さ
20m、幅2.5m にわたって削られた

昭和42 年7 月9 日 集中豪雨、駒井沢川右岸7m、北川左岸10m にわたり決壊、30 戸が床下浸水

昭和43 年7 月2 日
豪雨により大路1 丁目、草津2 丁目など約380 戸が床下浸水、集町の中ノ井川と駒井沢川
の合流点が約3m にわたり決壊した。市域で床上浸水25 戸、床下浸水825 戸、河川被害
56 箇所、道路被害22 箇所

昭和43 年7 月26 日 局地的な集中豪雨、葉山川左岸で決壊

昭和44 年6 月26 日
豪雨のため北大萱の中ノ井川右岸決壊、水田30ha が浸水、同河川の破堤は6 月11 日、
13 日に続いて3 度目である、さらに8 月2 日も切れ、浜街道が3ha 冠水した

昭和45 年6 月14～16 日
豪雨で中ノ井川氾濫、北大萱付近で右岸堤防が長さ10m にわたり決壊、田畑約12ha 浸
水、さらに同河川右岸が約7m にわたり決壊、水田30ha が冠水

昭和46 年9 月26 日 台風29 号災害、草津川旭端付近で水位1.5m、130 戸が床下浸水、430 名被災
昭和47 年7 月12～13 日 豪雨で北川堤防が13 日午後5 時頃決壊、河川52 箇所、道路24箇所、橋4 箇所が被害
出典：平成7 年度草津市震災対策基本計画基礎調査報告書、草津市
草津市史第Ⅰ巻～第Ⅴ巻(1982～1990)、草津市史編纂委員会
滋賀県災害誌(1966)、滋賀県総務部消防防災課・彦根地方気象台編集  
出典：草津市 HP「草津市地域防災計画の改訂」 
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死
1
。

9
 月
ま
で
余
震
多
く
、
特
に
8
 月
1
2
 日
の
強
い
余
震
で
は
多
少
の
被
害
が
あ
っ
た
。

-

1
8

1
2
4
5
/
8
/
2
7
寛
元
3
/
7
/
2
7

-
-

京
都

壁
・
築
垣
や
所
々
の
屋
々
に
破
損
が
多
か
っ
た
。

-

1
9

1
3
1
7
/
2
/
2
4

文
保
1
/
1
/
5

6
.5
～
7

-
京
都

こ
れ
よ
り
先
1
 月
3
 日
京
都
に
強
震
、
余
震
多
く
、
こ
の
日
大
地
震
。
白
河
辺
の
人
家
悉
く
潰
れ
、
死
5
。

諸
寺
に
被
害
、
清
水
寺
出
火
。
余
震
が
5
 月
に
な
っ
て
も
止
ま
な
か
っ
た
。

-

2
0

1
3
2
5
/
1
2
/
5
正
中
2
/
1
0
/
2
1

6
.5

-
近
江
北
部
・
若
狭

荒
地
・
中
山
崩
れ
る
。
竹
生
島
の
一
部
が
崩
れ
て
湖
中
に
没
し
た
。
若
狭
国
敦
賀
郡
の
気
比
神
宮
倒
潰
。

京
都
で
強
く
感
じ
、
余
震
が
年
末
ま
で
続
い
た
。

-

2
1

1
3
5
0
/
7
/
6

正
平
5
/
5
/
2
3

6
-

京
都

祇
園
社
の
石
塔
の
九
輪
が
落
ち
砕
け
た
。
余
震
が
7
 月
初
旬
ま
で
続
い
た
。

-

2
2

1
3
6
1
/
8
/
1
正
平
1
6
/
6
/
2
2

-
-

畿
内
諸
国

こ
の
月
1
8
 日
よ
り
京
都
付
近
に
地
震
多
く
、
こ
の
日
の
地
震
で
法
隆
寺
の
築
地
多
少
崩
れ
る
。
2
3
 日
に
も
地
震
あ
り
。

次
の
地
震
の
前
震
か
？

-

2
3

1
3
6
9
/
9
/
7
正
平
2
4
/
7
/
2
8

-
-

京
都

東
寺
の
講
堂
傾
く
。
史
料
少
な
く
、
λ
、
ψ
、
Ｍ
は
決
め
に
く
い
。

-
2
4
1
4
2
5
/
1
2
/
2
3
応
永
3
2
/
1
1
/
5

6
-

京
都

築
垣
多
く
崩
れ
る
。
余
震
あ
り
、
こ
の
日
終
日
震
う
。

-

2
5

1
4
4
9
/
5
/
1
3
宝
徳
1
/
4
/
1
2

5
.7
5
～
6
.5

-
山
城
・
大
和

1
0
 日
か
ら
地
震
が
あ
っ
た
。
洛
中
の
堂
塔
・
築
地
に
被
害
多
く
、
東
山
・
西
山
で
所
々
地
裂
け
る
。

山
崩
れ
で
人
馬
の
死
多
数
。
淀
大
橋
・
桂
橋
落
ち
る
。
余
震
が
7
 月
ま
で
続
い
た
。

-

2
6

1
4
6
6
/
5
/
2
9

文
正
1
/
4
/
6

-
-

京
都

天
満
社
・
糺
社
の
灯
籠
倒
れ
る
。

-
2
7

1
4
9
4
/
6
/
1
9

明
応
3
/
5
/
7

6
-

大
和

諸
寺
破
損
、
矢
田
庄
(大
和
郡
山
の
西
)の
民
家
多
く
破
損
。
余
震
が
翌
年
に
及
ん
だ
。

-
2
8

1
5
1
0
/
9
/
2
1

永
正
7
/
8
/
8

6
.5
～
7

-
摂
津
・
河
内

摂
津
・
河
内
の
諸
寺
で
被
害
。
大
阪
で
潰
死
者
が
あ
っ
た
。
余
震
が
7
0
 余
日
続
く
。

-
2
9

1
5
7
9
/
2
/
2
5
天
正
7
/
1
/
2
0

6
-

摂
津

四
天
王
寺
の
鳥
居
崩
れ
、
余
震
3
 日
に
わ
た
る
。

-

3
0

1
5
9
6
/
9
/
5
慶
長
1
/
閏
7
/
1
3

7
.5

-
畿
内

京
都
で
は
三
条
よ
り
伏
見
の
間
で
被
害
が
最
も
多
く
、
伏
見
城
天
守
大
破
、
石
垣
崩
れ
て
圧
死
約
5
0
0
。

諸
寺
・
民
家
の
倒
潰
も
多
く
、
死
傷
多
数
。
堺
で
死
6
0
0
余
。
奈
良
・
大
阪
・
神
戸
で
も
被
害
が
多
か
っ
た
。

余
震
が
翌
年
4
 月
ま
で
続
い
た
。

-

3
1

1
6
1
8
/
9
/
3
0
元
和
4
/
8
/
1
2

-
-

京
都

不
動
院
大
破
す
る
。
『
京
都
府
寺
誌
稿
』
に
よ
る
。

-

3
2

1
6
6
2
/
6
/
1
6

寛
文
2
/
5
/
1

7
.5
～
7
.7
5

-
山
城
・
大
和
・
河
内
・
和
泉
・

摂
津
・
丹
後
・
若
狭
・
近
江
・

美
濃
・
伊
勢
・
駿
河
・
三
河
・

比
良
岳
付
近
の
被
害
が
甚
大
。
滋
賀
唐
崎
で
田
畑
8
5
 町
湖
中
に
没
し
潰
家
1
5
7
0
、
大
溝
で
潰
家
1
0
2
0
 余
、
死
3
7
。

彦
根
で
潰
家
1
 千
、
死
3
0
 余
。
榎
村
で
死
3
0
0
、
所
川
村
で
死
2
6
0
 余
。
京
都
で
町
屋
倒
壊
1
 千
、
死
2
0
0
 余
な
ど
。

諸
所
の
城
破
損
,大
き
な
内
陸
地
震
で
、
比
良
断
層
ま
た
は
花
折
断
層
の
活
動
と
す
る
説
が
あ
る
。

-

3
3

1
6
6
4
/
1
/
4

寛
文
3
/
1
2
/
6

5
.9

-
山
城

二
条
城
や
伏
見
の
諸
邸
破
損
、
洛
中
の
築
垣
所
々
崩
れ
る
。
吉
田
神
社
・
下
加
茂
社
の
石
灯
籠
倒
れ
る
。

余
震
が
月
末
ま
で
続
い
た
。

-

3
4

1
6
6
5
/
6
/
2
5
寛
文
5
/
5
/
1
2

6
-

京
都

二
条
城
の
石
垣
1
2
～
1
3
 間
崩
れ
、
二
の
丸
殿
舎
な
ど
少
々
破
損
。

-
3
5

1
6
6
9
/
6
/
2
9

寛
文
9
/
6
/
2

5
.9

-
尾
張

名
古
屋
城
三
ノ
丸
石
垣
少
し
崩
る
。
京
都
・
奈
良
・
和
歌
山
で
有
感
。

-
3
6
1
6
9
4
/
1
2
/
1
2
元
禄
7
/
1
0
/
2
6

-
-

丹
後

宮
津
で
地
割
れ
で
泥
噴
出
。
家
屋
破
損
、
特
に
土
蔵
は
大
破
損
。

-
3
7

1
7
1
5
/
2
/
2
正
徳
4
/
1
2
/
2
8

6
.8

-
大
垣
・
名
古
屋
・
福
井

大
垣
城
・
名
古
屋
城
で
石
垣
崩
れ
る
。
福
井
で
崩
家
が
あ
り
、
奈
良
・
京
都
・
伊
賀
上
野
・
松
本
で
有
感
。

-
3
8
1
7
3
1
/
1
1
/
1
3
享
保
1
6
/
1
0
/
1
4

-
-

近
江
八
幡
・
刈
谷

近
江
八
幡
で
青
屋
橋
の
石
垣
破
損
し
、
刈
谷
で
本
城

厩
前
の
塀
倒
れ
る
。

-
3
9

1
7
4
0
/
7
/
2
0
元
文
5
/
6
/
2
7

-
-

奈
良
・
畿
内

奈
良
で
鳥
居
1
 つ
倒
る
。
池
田
・
伊
勢
・
京
都
・
近
江
八
幡
・
土
佐
有
感
。
和
泉
国
助
松
村
で
土
手
か
べ
多
く
痛
む
。

-
4
0

1
7
5
1
/
3
/
2
6
宝
暦
1
/
2
/
2
9

5
.8

-
京
都

諸
社
寺
の
築
地
や
町
屋
な
ど
破
損
。
越
中
で
強
く
感
じ
、
鳥
取
・
金
沢
・
大
阪
・
池
田
で
有
感
。

-

3
5
.4
°
N
 1
3
6
.6
°
E

- -
3
5
.0
°
N
 1
3
5
.8
°
E

- - - -

3
4
.7
°
N
 1
3
5
.5
°
E

3
4
.6
5
°
N
 1
3
5
.6
°
E

-

3
5
.2
°
N
 1
3
5
.9
5
°
E

3
5
.0
°
N
 1
3
5
.7
5
°
E

-
3
4
.6
°
N
 1
3
5
.7
°
E

3
4
.6
°
N
 1
3
5
.6
°
E

3
5
.0
°
N
 1
3
5
.8
°
E

- -
3
5
.0
°
N
 1
3
5
.8
°
E

3
5
.0
°
N
 1
3
5
.8
°
E

-

3
5
.0
°
N
 1
3
5
.8
°
E

3
5
.6
°
N
 1
3
6
.1
°
E

3
4
.7
°
N
 1
3
5
.8
°
E

- -
3
4
.7
°
N
 1
3
5
.8
°
E

3
4
.9
°
N
 1
3
5
.8
°
E

3
4
.3
°
N
 1
3
5
.6
°
E

-
3
4
.8
°
N
 1
3
5
.8
°
E

- - -

3
5
.0
°
N
 1
3
5
.8
°
E

-
3
5
.4
°
N
 1
3
6
.5
°
E

3
5
.0
°
N
 1
3
5
.7
5
°
E

-
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参
考
：
新
編
日
本
被
害
地
震
総
覧
(増
補
改
訂
版
),
1
9
9
7
 年
,東
京
大
学
出
版
会

 番
号

 西
暦

日
本
暦

 北
緯

 東
経

 M
 深
さ

 地
域

 被
害
摘
要

 地
震
名

4
1

1
7
5
3
/
2
/
1
1

宝
暦
3
/
1
/
9

-
-

京
都

洛
中
の
築
地
等
に
小
被
害
。
池
田
・
伊
勢
・
鳥
取
で
有
感
。

-
4
2

1
7
7
4
/
1
/
2
2
安
永
2
/
1
2
/
1
1

-
-

丹
後

屋
根
石
多
く
落
ち
る
。
京
都
・
池
田
で
有
感
。

-

4
3
1
8
0
2
/
1
1
/
1
8
享
和
2
/
1
0
/
2
3

6
.8

-
畿
内
・
名
古
屋

奈
良
春
日
の
石
灯
籠
か
な
り
倒
れ
、
名
古
屋
で
本
町
御
門
西
の
土
居
の
松
倒
れ
、
高
壁
崩
れ
る
。
彦
根
・
京
都
で
有
感
。

や
や
深
い
地
震
か
？

-

4
4

1
8
1
9
/
8
/
2

文
政
2
/
6
/
1
2

7
.3

-
伊
勢
・
美
濃
・
近
江

近
江
八
幡
で
潰
家
8
2
、
死
5
。
木
曽
川
下
流
で
は
香
取
(多
度
町
)で
4
0
 軒
全
滅
、
金
廻
で
は
海
寿
寺
潰
れ
圧
死
7
0
。

名
古
屋
・
犬
山
・
四
日
市
・
京
都
な
ど
の
ほ
か
、
金
沢
・
敦
賀
・
出
石
・
大
和
郡
山
な
ど
で
も
被
害
。

-

4
5

1
8
3
0
/
8
/
1
9

天
保
1
/
7
/
2

6
.5

-
京
都
お
よ
び
隣
国

洛
中
洛
外
の
土
蔵
は
ほ
と
ん
ど
被
害
を
受
け
た
が
、
民
家
の
倒
潰
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
御
所
・
二
条
城
な
ど
で
被
害
。
京
都

で
の
死
2
8
0
。
上
下
動
が
強
く
、
余
震
が
非
常
に
多
か
っ
た
。

-

4
6

1
8
3
3
/
5
/
2
7

天
保
4
/
4
/
9

6
.3

-
美
濃
西
部

大
垣
北
方
の
村
々
で
山
崩
れ
多
く
、
死
者
3
0
 余
と
い
う
。
余
震
が
多
く
、
8
 月
ま
で
続
く
。
震
源
は
根
尾
谷
断
層
に
近
い
。

-

4
7

1
8
5
4
/
7
/
9

安
政
1
/
6
/
1
5

7
.3

-
伊
賀
・
伊
勢
・
大
和
お
よ
び

隣
国

1
2
 日
頃
か
ら
前
震
が
あ
っ
た
。
上
野
付
近
で
潰
家
2
 千
余
、
死
約
6
0
0
、
奈
良
で
潰
家
4
0
0
 以
上
、
死
3
0
0
 余
な
ど
、

全
体
で
死
者
は
1
5
0
0
 を
越
え
る
。
上
野
の
北
方
で
西
南
西
－
東
北
東
方
向
の
断
層
を
生
じ
、
南
側
の
1
km
 の
地
域

が
最
大
1
.5
m
 相
対
的
に
沈
下
し
た
。
木
津
川
断
層
の
活
動
で
あ
ろ
う
。

-

4
8

1
8
5
8
/
4
/
9

安
政
5
/
2
/
2
6

-
-

丹
後
・
宮
津

宮
津
で
は
地
割
れ
を
生
じ
、
家
屋
大
破
す
。
岩
ヶ
鼻
(丹
後
半
島
の
伊
根
付
近
)で
蔵
の
壁
痛
み
、
岩
瀧
辺
も
強
か
っ
た
。

-
4
9

1
8
8
9
/
5
/
1
2

明
治
2
2

5
.9

-
岐
阜
付
近

美
濃
南
部
・
尾
張
北
部
が
強
く
ゆ
れ
、
家
屋
の
壁
に
亀
裂
を
生
ず
。
岐
阜
市
内
の
長
良
川
の
堤
に
亀
裂
を
生
ず
。

-

5
0
1
8
9
1
/
1
0
/
2
8

明
治
2
4

8
-

愛
知
県
・
岐
阜
県

仙
台
以
南
の
全
国
で
地
震
を
感
じ
た
。
わ
が
国
の
内
陸
地
震
と
し
て
は
最
大
の
も
の
。
建
物
全
壊
1
4
 万
余
、
半
壊

8
 万
余
、
死
7
2
7
3
、
山
崩
れ
1
 万
余
。
根
尾
谷
を
通
る
大
断
層
を
生
じ
、
水
鳥
で
上
下
に
6
m
、
水
平
に
2
m
 ず
れ
た
。

1
8
9
2
 年
1
月
3
 日
、
9
 月
7
 日
、
9
4
 年
1
 月
1
0
 日
の
余
震
で
も
家
屋
破
損
な
ど
の
被
害
が
あ
っ
た
。

濃
尾
地
震

5
1
1
8
9
8
/
1
1
/
1
3

明
治
3
1

5
.7

-
木
曾
川
中
流
域

濃
尾
地
震
の
余
震
。
愛
知
県
葉
栗
郡
太
田
島
村
で
家
屋
の
傾
斜
、
土
蔵
壁
の
亀
裂
・
墜
落
な
ど
が
あ
っ
た
。

そ
の
他
黒
田
町
・
中
島
郡
稲
沢
町
・
大
垣
町
(河
水
が
灰
白
色
と
な
り
、
石
灯
籠
の
転
倒
多
し
)・
伊
勢
の
沿
岸
で

小
被
害
あ
り
。

-

5
2

1
8
9
9
/
3
/
7

明
治
3
2

7
-

紀
伊
半
島
南
東
部

奈
良
県
吉
野
郡
・
三
重
県
南
牟
婁
郡
で
被
害
が
大
き
く
、
木
ノ
本
・
尾
鷲
で
死
7
、
全
壊
3
5
、
山
崩
れ
無
数
。

大
阪
・
奈
良
で
煉
瓦
煙
突
の
破
損
が
多
か
っ
た
。

-

5
3

1
9
0
0
/
3
/
2
2

明
治
3
3

5
.8

-
福
井
県
鯖
江
付
近

鯖
江
町
・
吉
田
村
で
被
害
が
最
も
多
か
っ
た
。
県
全
体
で
家
屋
全
壊
2
、
半
壊
1
0
、
破
損
4
8
8
 な
ど
。

-
5
4

1
9
0
0
/
5
/
3
1

明
治
3
3

5
.3

-
岐
阜
県
根
尾
谷
付
近

中
根
尾
村
で
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
山
崩
れ
。

-
5
5

1
9
0
3
/
7
/
6

明
治
3
6

5
.7

-
三
重
県
菰
野
付
近

菰
野
で
警
察
の
壁
、
そ
の
他
家
屋
に
小
破
損
あ
り
。

-
5
6

1
9
0
9
/
8
/
1
4

明
治
4
2

6
.8

-
滋
賀
県
姉
川
付
近

虎
姫
付
近
で
被
害
が
最
大
。
滋
賀
・
岐
阜
両
県
で
死
4
1
、
住
家
全
壊
9
7
8
。
姉
川
河
口
の
湖
底
が
数
十
m
 深
く
な
っ
た
。

江
濃
(姉
川
)地
震

5
7

1
9
1
1
/
2
/
1
8

明
治
4
4

5
.5

-
滋
賀
県
姉
川
付
近

虎
姫
村
で
障
壁
に
亀
裂
。
姉
川
地
震
の
余
震
か
？

-
5
8
1
9
1
6
/
1
1
/
2
6

大
正
5

6
.1

-
神
戸

死
1
。
付
近
に
軽
い
被
害
が
あ
っ
た
。
有
馬
温
泉
の
泉
温
1
℃
上
が
る
。

-
5
9

1
9
2
5
/
7
/
7

大
正
1
4

5
.8

-
岐
阜
付
近

四
日
市
で
煙
突
の
倒
れ
た
も
の
、
塀
の
壊
れ
た
も
の
あ
り
。

-

6
0

1
9
2
7
/
3
/
7

昭
和
2

7
.3

0
京
都
府
北
西
部

被
害
は
丹
後
半
島
の
頸
部
が
最
も
激
し
く
、
淡
路
・
福
井
・
岡
山
・
米
子
・
徳
島
・
三
重
・
香
川
・
大
阪
に
及
ぶ
。

全
体
で
死
2
9
2
5
、
家
屋
全
壊
1
2
5
8
4
。
郷
村
断
層
(長
さ
1
8
km
、
水
平
ず
れ
最
大
2
。
7
m
)と
そ
れ
に
直
交
す
る

山
田
断
層
(長
さ
7
km
)を
生
じ
た
。
測
量
に
よ
り
、
地
震
に
伴
っ
た
地
殻
の
変
形
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

北
丹
後
地
震

6
1

1
9
3
6
/
2
/
2
1

昭
和
1
1

6
.4

0
大
阪
・
奈
良

死
9
、
家
屋
全
半
壊
1
4
8
。
地
面
の
亀
裂
や
噴
砂
・
湧
水
現
象
も
見
ら
れ
た
。

河
内
大
和
地
震

6
2

1
9
5
2
/
7
/
1
8

昭
和
2
7

6
.8

6
0

奈
良
県
中
部

震
源
の
深
さ
6
0
km
、
和
歌
山
・
愛
知
・
岐
阜
・
石
川
各
県
に
も
小
被
害
が
あ
っ
た
。
死
9
、
住
宅
全
壊
2
0
。

春
日
大
社
の
石
灯
籠
1
6
0
0
 の
う
ち
6
5
0
 倒
壊
。

吉
野
地
震

6
3

1
9
6
3
/
3
/
2
7

昭
和
3
8

6
.9

0
福
井
県
沖

敦
賀
・
小
浜
間
に
小
被
害
が
あ
っ
た
。
住
家
全
半
壊
6
 な
ど
。

越
前
岬
沖
地
震

6
4

1
9
6
8
/
8
/
1
8

昭
和
4
3

5
.6

0
京
都
府
中
部

綾
部
市
で
住
家
半
壊
1
、
一
部
破
損
1
、
和
知
町
周
辺
で
落
石
・
道
路
の
亀
裂
な
ど
の
小
被
害
。

余
震
回
数
は
表
5
8
4
-
1
 の
と
お
り
。

-

6
5

1
9
9
0
/
1
/
1
1

平
成
2

4
.9

1
1

滋
賀
県
南
部

大
震
度
は
 I
V
(奈
良
)、
東
海
道
新
幹
線
が
一
時
ス
ト
ッ
プ
し
、
京
都
で
ビ
ル
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
。

-

6
6

1
9
9
4
/
5
/
2
8

平
成
6

5
.2

4
4
.1

滋
賀
県
中
東
部

傷
1
、
最
大
震
度
は
彦
根
・
四
日
市
で
IV
 で
あ
る
が
、
通
信
調
査
に
よ
る
と
、
彦
根
市
南
部
・
野
洲
川
河
口
付
近
、

日
野
町
に
も
震
度
 I
V
 が
あ
る
。
図
6
9
6
-
1

-

6
7

1
9
9
5
/
1
/
1
7

平
成
7

7
.2

1
7
.9

阪
神
・
淡
路

活
断
層
の
活
動
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
直
下
型
地
震
。
神
戸
、
洲
本
で
震
度
6
 だ
っ
た
が
、
現
地
調
査
に
よ
り
淡
路
島
の

一
部
か
ら
神
戸
市
、
宝
塚
市
に
か
け
て
震
度
7
の
地
域
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
多
く
の
木
造
家
屋
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
建
物
の
ほ
か
、
高
速
道
路
,新
幹
線
を
含
む
鉄
道
線
路
な
ど
も
崩
壊
し
た
。

平
成
7
 年
兵
庫
県

南
部
地
震
：
阪
神
・

淡
路
大
震
災

3
5
.1
°
N
 1
3
5
.9
°
E

3
5
.3
°
N
 1
3
6
.3
°
E

3
4
.6
°
N
 1
3
5
.1
°
E

3
4
.6
°
N
 1
3
5
.7
°
E

3
4
.5
°
N
 1
3
5
.8
°
E

3
5
.8
°
N
 1
3
5
.8
°
E

3
5
.2
°
N
 1
3
5
.4
°
E

3
5
.4
°
N
 1
3
6
.3
°
E

3
4
.6
°
N
 1
3
5
.0
°
E

3
5
.4
°
N
 1
3
6
.5
°
E

3
5
.5
°
N
 1
3
5
.2
°
E

3
5
.8
°
N
 1
3
6
.2
°
E

3
5
.7
°
N
 1
3
6
.6
°
E

3
5
.0
°
N
 1
3
6
.5
°
E

3
5
.4
°
N
 1
3
6
.3
°
E

3
5
.4
°
N
 1
3
6
.8
°
E

3
5
.6
°
N
 1
3
6
.6
°
E

3
5
.3
°
N
 1
3
6
.7
°
E

3
4
.1
°
N
 1
3
6
.1
°
E

3
5
.1
°
N
 1
3
5
.6
°
E

3
5
.5
°
N
 1
3
6
.6
°
E

3
4
.7
5
°
N
 1
3
6
.0
°
E

-- -

3
5
.2
°
N
 1
3
6
.5
°
E

3
5
.2
°
N
 1
3
6
.3
°
E
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表
1
-
5
(
2
)
 
草
津
市
役
所
よ
り
1
0
0
k
m
 
圏
内
で
発
生
し
た
過
去
の
被
害
地
震
一
覧
 


